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・電子カルテシステムの普及状況（引用：厚生労働省ホームページ「医療分野の情報化の推進について」より）

医療機関等において、これまで紙で作成していたカルテを電子化することにより、効率的な情報管理と院内連携による患者サービスの向上に繋がる。

（※１） 一般病院とは、病院のうち、精神科病床のみを有する病院及び結核病床のみを有する病院を除いたものをいう。
（※２） 一般診療所とは、診療所のうち歯科医業のみを行う診療所を除いたものをいう。

◎市立病院での導入状況 ◎国保直営診療所での導入状況
・弥栄病院：平成25年度導入 ・久美浜病院：令和4年度導入予定 ・間人診療所、大宮診療所、五十河診療所、宇川診療所導入済

・遠隔医療システムの導入状況

遠隔医療とは、大学病院、中核病院と地域医療、へき地医療機関での医師間（ D to D）で行われる ①遠隔画像診断、②遠隔病理診断、
医師と患者、医師と患者に医師、看護師などの医療従事者（D to Ｐ 又は D to Ｐwith D、with N）が付き添う ③遠隔在宅医療がある。
オンライン診療は遠隔在宅医療のひとつ

※厚生労働省 令和２年医療施設調査

一般病院（※1）
病床規模別

一般診療所（※2）

400床以上 200～399 200床未満

平成26年
34.2 ％

（2,542／7,426）
77.5 ％

（550／710）
50.9 ％

（682／1,340）
24.4 ％

（1,310／5,376）
35.0 ％

（35,178／100,461）

令和 2年
57.2 ％

（4,109／7,179）
91.2 ％

（609／668）
74.8 ％

（928／1,241）
48.8 ％

（2,572／5,270）
49.9 ％

（51,199／102,612）

病院 一般診療所

遠隔画像診断 1,486 か所 1,820 か所

遠隔病理診断 217 か所 387 か所

遠隔在宅医療 44 か所 865 か所

別紙1

（現在検討中）

・遠隔画像診断 周産期支援システム 弥栄病院産婦人科

12誘導心電図伝送システム 弥栄病院、久美浜病院

・遠隔病理診断 弥栄病院、久美浜病院
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・オンライン資格確認システム導入状況（運用機関数）（令和4年7月31日現在）

※厚生労働省ホームページ「オンライン資格確認の都道府県別導入状況について」より
※京丹後市の割合は、参加医療機関・薬局数を市内医療機関・薬局数で除したもの

◎市立病院での導入状況

・弥栄病院、久美浜病院導入済

◎国保直営診療所での導入状況

・間人診療所、大宮診療所、宇川診療所導入済

病 院 医科診療所 歯科診療所 薬 局 合 計

全 国
42.0％

（3,438／8,191）
17.5％

（15,719／89,679）
18.1％

（12,784／70,679）
45.6％

（27,935／61,247）

26.1％
（59,876／
229,796）

京 都 府
48.8％

（80／164）
13.9％

（314／2,252）
21.6％

（291／1,348）
47.3％

（538／1,137）
25.0％

（1,223／4,901）

京 丹後市
75.0％
（3／4）

18.2％
（4／22）

26.3％
（5／19）

12.5％
（2／16）

23.0％
（14／61）


